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表紙の写真

中央ア:■デスにはプｰナと呼ばれる標高進,000mの高原が広がっており写真はそ

の典型的た風景を示している.典型の第1点は平均年間降雨量が110mm～310mm

程度というプｰナの乾燥気候のため植生が薄くほとんど砂漠に近いことである.

第2点は流紋岩イグニンブライト(おそらく北方のCerroPanizosカルデラから

噴出)の火砕流台地と安山岩溶岩の成層火山(CerroGranadas標高5,705m)との

組合せがみられることである.第3点は新生代後期の一般的な火山層序を反映して

安山岩溶岩が流紋岩イグニンブライトの上位にあることである､この風景の中には

湿潤地域からやってきた地熱地質屋に対する一つの警告が含まれている.火砕流

台地や成層火山はさも若そうに･みえその供給源は熱源として大いに有望のようにみ

える.ところがK-Ar年代測定によれば下位のイグニンブライトが8.5±O.2

ないし8.9±O.2Ma上位のグラナダス火山の溶岩が5.O±O.2Maと報告されてい

る.乾燥地域では湿潤地域とは逆に熱源の寿命よりも火山地形の寿命の方が永

いらLいのである(1987年9月12日撮影村岡洋文)･
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